
第１０号 令和５年１月２０日
中原小 学校だより（中原小校長室）

学校教育目標
ふるさとを愛し、夢に向かって自ら学び 、
心ゆたかでたくましく伸びる「中原っ子」の育成

令和５年（うさぎ年）がスタートして、
早いもので、もう１月も後半となってし
まいました。ご挨拶が遅れましたが、本
年もどうかよろしくお願いいたします。
いよいよ令和４年度最後の第４ステー

ジとなりました。１月１１日の冬休み明
け集会では、第４ステージ（５２日〈６年
生は５１日〉）の限られた学校での生活をま
とめの時期と考えて、大切に過ごしてほしいと子どもたちに向けて話をしました。
現学年で学習したことの復習をしたり、生活の振り返りをしながら、次学年や中

学校に向けて準備をする大切な時期でもあります。職員一同で大切なまとめの時期
と受けとめて日々の学校生活が充実したものになるように、子どもたちと共に取り
組んでいきたいと考えております。
子どもたちは一人一人、後期の学習や生活の目標を立てています。ご家庭でもお

子さんの目標について話題にされ、励ましの声かけをしていただければと思います。

冬休み明け集会では、３つの「する」についても話をしました。本年度のチャレ
ンジ目標として、全校で取り組んできました。「あいさつする」「なかよくする」「か
んしゃする」の３つです。校内では、元気なあいさつする子どもたち、友達となか
よく過ごす子どもたち、ありがとうが言える子どもたちを見ることができます。３
つの「する」という合い言葉も浸透してきたことを実感しています。更に、この３
つの「する」が、子どもたちの意識の中に入り定着してくれればと思っています。
そこで、具体的に次のようなことに心がけて3つの「する」にチャレンジしてほ

しいと話しました。そして、この３つの「する」が、一つのサイクルとして子ども
たちの中で根づいてくれれば、これから、学校や社会で生きるための大切な力にな
ると思います。

相手より先に 心をこめて 大きな声で

相手の気持ちを考えて
自分がいやだと思うことは 相手にもしない

ありがとうを 相手に言葉で 伝える

１２月８日（木）に「中原招学校・ツナグ
バ」がオープンして、さっそく「ツナグバ」
を活用しての木工教室（寺木屋）が開かれま
した。地域おこし協力隊の寺世風雅さんが、
１２月１２日～２３日の期間「ツナグバ」に
常駐されて、小国杉を使った木工作品の紹介
や、５・６年生を対象にした独楽づくりを企
画していただきました。寺世さんの作品は３
Ｄデザインアプリを使って木工作品を創作し
ていくもので、独創性が高く、小国杉を使っ
ているので温かみのある作品ばかりです。その作品づくりを体験させてもらったの
が、５・６年生の独楽づくりです。子どもたちは、GIGA スクールプロジェクトで
一人一台配付されたタブレットを使って独楽をデザインしました。寺世さんに３Ｄ
デザインアプリの説明を受けた子どもたちは、すぐにアプリの使い方を理解して、
自分で考えた独楽をデザインしていました。
そして、１月１３日には、５・６年生で寺世さんが活動している旧星和小学校に

行き、自分たちがデザインした独楽がどのよ
うにカッティングされるかを見学しました。
自分たちがデザインした独楽のパーツが３Ｄ
カッティングマシーンで切り抜かれるところ
を実際に見ることができたのは、とても貴重
な体験だったようです。１月２６日には切り
抜かれたパーツを子どもたちが組み立てて独
楽が完成します。最先端の木工作品づくりを
体験できたことは、子どもたちにとって、未
来のものづくりの在り方や、地元の木材の活
用方法など様々なことを考える機会になった
ことだと思います。

中原小学校の朝は、登校してきた児童 学校ホームページでは、中原小学校の
が運動場に出てきて校庭をランニングし 授業や行事などを紹介しています。今回
た後、全校児童が輪になって、その日の の寺木屋の授業の様子（３Ｄカッティン
テーマで一人一人が大きな声で発表しま グマシーン見学）など、貴重な映像や画
す。その日に誕生日の子どもたちがいれ 像を見ることもできます。
ば、みんなから「バースデーソング」と 子どもたちの活動の様子などを中心に
「おめでとう！」の声のプレゼントがあ 紹介しておりますので、ぜひご覧いただ
ります。銀杏祭の前には銀杏の実拾い、 ければと思います。
落ち葉の季節には落ち葉の掃き掃除など ※「南小国町立中原小学校」と検索すれば、

をやっています。寒い冬場の朝でも６年 スマートホンやパソコンでみることができます

生が、リーダーシップをとって全員で協
力して活動している姿にはいつも感心させられいま
す。中原小学
校の伝統の活
動になってい
ます。

春を待つシモクレンのつぼみ




